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※アーチルは「仙台市発達相談支援センター」の愛称です。 

子供から大人まで，発達障害のある方の支援を行っています。 

※ちぇなっぷは「CHIN UP！（前を向いて）」の意味です。 

令和 6 年夏頃より西棟の大規模改修工事

を予定しております。 

改修期間中の受付窓口は東棟になります

ので，北部アーチルを利用される皆さまに

はご不便をおかけいたしますが，ご理解く

ださいますようお願いいたします。 

北部アーチルの大規模改修が始まります！ 

アーチルニュース 

第 37 号 ちぇなっぷ 

 「発達障害」という言葉が身近に聞かれるようになり、生活のしづらさの背景に発達障害があるので

はとの心配から、アーチルにも乳幼児から成人までたくさんの方々が、日々相談に来所されています。 

アーチルの相談では、困りごとの背景に発達障害や何らかの発達特性があるのかなどを確認しながら、

日常生活の中でどのような配慮や支援があると生活しやすくなるのかを、ご本人・ご家族と話し合いま

す。必要に応じて、話し合った内容を日々の過ごしの場の支援者とも共有しながら、ご本人に合った関

わりや支援に生かしていただいています。 

相談をきっかけとして、ご家庭や日々の過ごしの場で自分らしさを認めてもらいながら適切な支援を

受けて生活できる環境を整えていくことが、ご本人らしい自立に向けた成長に繋がっていくものと考え

ます。 

アーチルでは、こうした身近な地域での支援の充実に向けて、幼稚園・保育所・学校・職場・福祉サ

ービス事業所等に出向いて、先生方や支援者の方々とご本人や場の状況に応じた支援について一緒に考

えたり、発達面で気になるお子さんへの支援の進め方などの研修の機会を設けるなど、地域支援の取組

みを強化しています。 

障害の診断の有無に関わらず、ご本人の苦手なことやうまくいかないことに対して、その背景を探り

ながら望ましい関わり方や対応を考えて実践できる方々が地域の中に増えていくことを願い、今後も多

くの関係機関や地域の皆さんとの連携・協働により、ご本人・ご家族を支える支援体制づくりを進めて

まいります。 

南部アーチル所長 大石 葉子 

 

身近な地域での支援の充実に向けて 

 

≪発行・連絡先≫ 

仙台市北部発達相談支援センター 

電話：022-375-0110 

FAX：022-375-0142 

仙台市南部発達相談支援センター 

電話：022-247-3801 

FAX：022-247-3819 

≪ホームページ≫ 
http://www.city.sendai.jp/kenkou/ 

hattatsu/gaiyou/ もしくは「アーチル」で検索 

※この広報紙についてのご意見・お問い合
わせは北部アーチルまでお願いします。 

http://www.city.sendai.jp/kenkou/
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アーチルでは，発達障害のあるご本人（当事者）・ご家族（保護者），福祉・教育・労働・医療・司法

等，各分野の支援者・専門家で委員を構成した「発達障害者支援地域協議会」を設置し，本市におけ

る発達障害児者支援の現状と課題，今後の支援体制のあり方等について協議しています。 

 令和 3年度から「成人期の自立を実現するために必要な支援やネットワークのあり方について」

をテーマとして取り上げ，「くらす・はたらく・たのしむ」の 3つの観点から協議を進めてきました。

なかでも，発達障害児者の意欲・生きる力を育むことにつながる「たのしむ」に焦点を当てて検討を

重ね，3 年間のまとめにあたる「報告書」を作成しました。今回の協議会の報告書のトピックスをご

紹介します。 

令和 6年 3月 5日（火）福祉プラザにて，アーチル療育セミ

ナーを開催しました。 

第一部では「たのしむ」活動の先進地，NPO法人東京都自閉症協会

世田谷区受託事業「みつけばハウス」代表の尾崎ミオ氏とピアサポ

ーター・プランニングリーダーの神宮慎之介氏を講師にお招きし，

「たのしい」に振り切った実践やピアサポートについてご講話い

ただきました。 

第二部では協議会の作業部会の委員の方々にもご登壇いただき，

仙台での実践報告とパネルディス 

カッションも開催しました。 

また，仙台の「たのしい」を実践 

している場である地域活動推進セ 

ンターの皆さんの作品，活動紹介 

の展示企画も同時開催しました。 

 

アーチル療育セミナー開催♪ 

 

たのしい活動は「面白そう，やってみよう」と一歩踏み出したり，

活動を通じて人とつながる機会が生まれます！ 

楽しく，安心して過ごせる場所は，ありのままの自分を受け入れら

れる「居場所」になって，エネルギーを充電する場になりますね。 

たのしい活動を通じで出会った仲間の存在は「友達と一緒にやっ

てみよう」「失敗しても大丈夫」「自分も～さんのようにやってみた

い」という気持ちが湧いてくることにもつながります。 

たのしむことはどの世代でも通じる大事な視点で，やがて地域の居

場所が増えるといいよね。そのためには支援者自身も楽しみなが

ら，つながり合う仕組みを考えていくことが必要ですね。 

 
今回の報告書のトピックス 

 

お 知 ら せ 

発達障害者支援地域協議会の内容

について詳しくお知りになりたい方は，

アーチルのホームページに協議会で

使用した会議資料や議事録を掲載し

ておりますのでぜひご覧ください。 

今回の協議会の記録は令和 6年 4月 

以降にホームページに掲載予定です。 

発達障害者支援地域協議会にて報告書を作成しました！ 

 


